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三菱商事の企業理念は、所期奉公、処事光明、立業貿易、の三綱領である。その理念の通り、そこで働く社員

の方々は物事に前向きに取り組め、頭の切れる人ばかりであった。既に三菱商事を退職された、年配の方は私に

何事にも粘り強く取り組むことの大切さを教えて下さった。中途半端に取り組むのは、徒労に終わってしまうだ

けだから、完璧でなくても自分の力を出し切ることが重要である、と。また、今の高校生活で努力することは、

部活動と英語である、とも話して下さった。彼は高校時代テニス部に所属していて、テニス部員の人たちと交流

の輪を広げられることはもちろん、健康にも良く、すばらしい経験だった、とも語った。 

仕事をする上でも大切なのは、やはり健康でいることであるようだ。また、日本を代表する企業であるので、

海外の人と関わることも多いため英語の習得が必須であるそうだ。その習得のために英単語や文法を学ぶことは

当然だが、彼は自分が興味のある分野の英語の本も読んだと言う。分からない単語があれば、辞書を引いて読ん

だ。苦労はしたが、自分の関心のあるテーマであるから、頑張って読めたそうだ。彼の考える、社会人として大

切なことは、良い人柄を持つことだ。それが良いと周りからも信頼され、仕事を円滑に進めることが出来るのだ。

もう一人、３０代前半の最近まで中国の香港で働いていた方は、try and error の精神で生きることが大切だと

教えてくれた。社会人になると失敗はあまり出来ないので、学生時代に様々なことにチャレンジして、失敗から

学ぶことが必要だ、と。 

また、小さくても目標を設定し、それについての計画を立て、実行していくことが、やがて大きな目標の達成

につながるともおっしゃった。さらに、彼は相手とのコミュニケーションをとる上で大切なことも話して下さっ

た。海外の人と交流すると、価値観や文化の違いにとまどうことはあるが、それを認め合うことが重要だそうだ。

他人の世界を知ることが出来れば、自分も物事を様々な視点で見れるようになると言う。また、相手を知るだけ

ではなく自分も出していくと相手もその話題に興味を持ったりして、世界が広がっていくので身のためになった

と話していた。私は計画を立てることがあまり得意ではなく、締め切り前に苦労することがよくあるが、当然そ

のようなことは無くしたいので、小さなことから、全体の見通しを持ち、目標を達成できるようなりたいと思う。

目の前に期末考査があるが、中間考査の反省を生かしてより良い成績を残したい。また、私は英語が苦手なのだ

が、将来のグローバル社会でも仕事をこなせるためにも英語に重点を置いて勉強しようと思う。加えて、二高と

いう素晴らしい環境があるのだから、積極的に物事に取り組めるようになりたい。 

 

 二高ＯＢＯＧとの懇談会では、彼らの高校時代や、大学での生活を知ることが出来た。最初に話したのは、自

ら企業を立ち上げた方だった。彼女は親の仕事柄もあり、日本酒で経営している。経営するうえで大切なことは、

お金を回すことと、苦しい立場でもあきらめないことだそうだ。彼女は、二高時代は毎朝４時半に起きて勉強し

ていたそうだ。やはり東大生の勉強時間は半端でないと改めて感じた。もう一人、法学部の方は、今は授業をし

っかり受けることと、規則正しい生活をすとことが大切だと言った。また彼は大学でも卓球を続けていて、サー

クルではなく部活動として練習しているため、練習は大変ではあるが充実しているという。3 人目は工学部で宇

宙航空の研究をしている方だ。留学生との交流もあるため、英語をしっかり身につけた方が良いと彼は言った。

また、勉強だけでなく読書をすることも大切だと言った。工学部であるため忙しいが、余った時間を有効活用す

ることが自分の世界を広げるということも教えてくれた。言われたものだけをやるのではなく主体的に取り組む

ことも重要だと言った。彼が塾や通信教育も取らずに独学で東大に合格したと聞いて、私は驚愕した。また、お

すすめの問題集なども教えたくれたので余力があればそれに取り組んでみようと思う。東大生の話を聞いて、勉

強ばかりいしているイメージがあったが、様々なことに取り組んでいることが分かり、私も時間を有効活用しよ

うと思った。私は暇な時間があるとだらけてしまいがちなのだが、その時間を無駄にしないようにしたい。 

 



 

 二日目の東大見学は、工学部が見学を出来なかったので主に理学部を見学した。とても広いキャンパスで、移

動するのが大変だった。研究の内容は難しくて何となくしか分からなかったが、興味深いテーマもあり、勉強へ

の意識が高まった。ここには世界でも最先端の技術が集まっていて、ここでの研究が私たちの生活をより良いも

のにしてると思うと感動した。理学部の８割は修士課程、さらにその半分は博士課程に進むと知り、東大は多く

のプロフェッショナルを輩出していることが分かった。教授による講義も受けた。映像もあり、分かりやすかっ

たのでそれなりに理解することが出来た。宇宙についての講義で、地球外生命が誕生するための星の条件などを

学ぶことが出来た。話は変わるが、昼食はそこの学食を食べた。学食は安くて美味しく、ボリュームもあったの

で満足した。このキャンパスには、食堂が多くある他、図書館などの施設もあり環境が充実していていいな、と

感じた。 

 

 今回の企画では、素晴らしい方々から貴重な話を聞くことが出来て、とてもためになった。刺激を受けて、将

来へのやる気が出た。この経験を活かし、意識を変えて生活したい。将来、志望大学や仕事に就くことが出来る

ように今から勉学にしっかり励もうと思った。 


